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1. はじめに

㧗ᑓのᏛ⏕ᑅで⏕άしているᏛ⏕はࠊὙ℆にᑐする

満をᢪえています。「他の人のὙ℆が⤊ࢃっているの

にὙ℆物を取りに᮶ない」「他の人がὙ℆をしていてࠊ

いつὙ℆が⤊ࢃるかࢃからない」͐ 。そこで⚾たࡕはࠊ

それらのၥ㢟をゎỴするためにὙ℆⟶理アプリ

WashBoardを開発しました。

2. WashBoardࡢᴫせ

WashBoard はࠊᑅ内のὙ℆機の⏝≧ἣを⟶理しࠊ

ᑅ⏕のὙ℆の౽ᛶをྥୖさせるアプリࢣーションで

す。システム構成図を図 1に示します。ྛὙ℆機のコ

ンࢭント㒊分に bluetooth機能の付いたワットチ࢙ッ

カーを╔しࠊὙ℆機の⏝≧ែを☜認します。⏝

≧ἣはὙ℆ᐊにタ⨨された RaspberryPiに㏦ಙされࠊ

RaspberryPi から↓⥺ LAN を通してࢧーࣂに㏦ಙされ

ます。

図 1㸬 WashBoardのシステム構成図

ユーザは自身のスマ࣍を使って WashBoardを⏝し

ます。⏝画面例を図 2に示します。まࠊࡎᑅ内の✵

いているὙ℆機を探します。その後ユーザは使⏝する

Ὑ℆機に࠶る QR コードをㄞࡳ㎸ࠊࡳὙ℆を開ጞしま

す。またὙ℆開ጞ時に前のユーザのὙ℆物の取りṧし

が࠶った場合はࠊ┤前の使⏝⪅に通▱します。Ὑ℆が

にὙ℆⤊の通▱がᒆ࣍ると自動でユーザのスマࢃ⤊

きます。ユーザはὙ℆物をᅇしたのࡕにὙ℆物ᅇ

り୍ᐃ時㛫⤒ってもὙࢃ⤊タンをᢲします。Ὑ℆が࣎

℆物ᅇ࣎タンがᢲされなかった場合はࠊὙ℆物ᮍᅇ

とࡳなしࠊᗘユーザに通▱します。

図 2㸬 WashBoardのᐇ⾜画面例

3. WashBoardࡢ機能

機能ձ㸸⏝≧ἣ☜ㄆ能

ᑅ⏕へのアンࢣートでࠊいつὙ℆機が✵いているか

りました。この機能ではそ࠶からないというものがࢃ

れࡒれのᲷࠊ㝵などでᣓり分けしどこの㒊ᒇのὙ℆機

が使えるかをࠊ分かりやすくするために作られました。

また࠾Ẽにධり機能で自分のよく使うὙ℆機を登録し

て࠾くことができࠊつᶍの大きなᑅでも使うことがで

きます。

機能ղ㸸ྲྀࡾṧࡋ㏻▱機能

自分がὙ℆物をする㝿にࠊ௨前に使った人がὙ℆物

取りᛀれが࠶った場合に取りᛀれを報࿌することがで

きます。報࿌するとそのὙ℆機の┤前の使⏝⪅に取り

ᛀれが通▱されます。これによってὙ℆すると㠐ୗや

ᑠ物などをኻくすというၥ㢟をゎỴすることができま

す。

4. まとめ

⚾たࡕが開発した WashBoardを使⏝することによりࠊ

ᑅ⏕はຠ⋡ⓗにὙ℆を⾜うことがྍ能となりࠊ౽ᛶ

がྥୖします。また本システムはࠊ㧗ᑓのᏛ⏕ᑅだけ

でなくࠊ≉ᐃ多ᩘがὙ℆機を共⏝する◊ಟタや࣍

テルなどでも⏝することがྍ能です。
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・提出された原稿をそのまま印刷しています。

1 わんもあ
砂と鏡で創るもう一つの世界

香川
（詫間）

山田 美羽（４年）　天竺 寛貴（４年）
横井 優樹（４年）　小原 崇靖（４年）
大西 俊輔（３年）　金澤 啓三（教員）

自
由
部
門

43


